
令和８年度 うすきプラットフォーム

（趣旨説明）
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【臼杵市のデータ】

面   積 ： 291.08Ｋ㎡

人   口 ： 3３,９１２人

（野津エリア：６,２７５人）

世 帯 ：16,７４１世帯

（野津エリア：３,４８５世帯） 

高齢化率： 4２.９０％

（野津エリア： ４８.８６％ ）

※令和８年４月1日時点（住基ベース）

 ※旧野津町との合併時（平成17年1月）には、人口

45,610人、16,804世帯、高齢化率28.33％）

臼杵市の現状について
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【特徴】

① 豊かな「食文化」

② 活発な「地域活動」

③ 充実した「子育て環境」

④ 安心の「医療」



臼杵市の将来に備える「地域力」の考え方について（イメージ）

心豊かで、笑顔のゆきかう

まちづくり

乳幼児期・学童期・青年期・中年期・壮年期・高齢期を通じ、切れ目なく安心できる生活環境の整備

次世代へ誇れるまち臼杵
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〇 臼杵市では、市民が幸せを実感できるまちの実現に向け、「市民が主役のまちづくり」を基本理念としています。

〇 私たちの暮らしは、人それぞれに多様です。多様性を認め、受け入れ、それぞれの人が力を発揮できるまちづくりに取り組むことは、幸せや心の

豊かさを実感できる生活の基盤を強固にし、暮らしを取り巻く様々な社会・経済活動の基盤の持続的発展にもつながります。

〇 風土や文化の継承、災害時への備え、温かい心といった「将来を担う子どもたちに胸を張って継承できる臼杵市」を残していくために、暮らしを

構成する多様な主体が目指す方向性を共有し、参画と協働を重視することにより、行政、医療・保健・介護・福祉、教育、環境、経済等を包含し

たライフステージを通じて切れ目のない、未来に希望が感じられ、安心して暮らせる環境づくりに取り組みます。

【臼杵市まちづくり基本条例（自治基本条例）の前文より抜粋】

「生まれて」「育って」「住んで」「働いて」良かったと思える心豊かな、笑顔がゆきかう臼杵市を、市民が主体となって次世代に確実に引継ぎ、発展させてい

くことをめざします。

災害への備え
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～掬ぶ、つなぐ、そして想像する～
む す



臼杵市の「守り、支える」地域づくり

深刻化する前に、未然に防ぐ ＡＣＰ、ＡＬＰ

金融機関、宅建協会、教育委員会
商工会、観光協会 オンライン

ジェンダー

〇 ヤングケアラー、孤独・孤立、地域交通、生活支援等、多様かつ複合的な地域の課題への対応が求められてお

り、単独の機関や部署による支援だけでは、市民の暮らしを支えられない状況が生じている。

〇 既存の機能や機構、人材、財源、情報、ノウハウ等を重ね合わせ、それぞれの分野だけでは解決や伴走が困難

な課題に効率的・効果的に対応できる地域づくりを目指す。また、臼杵市という地域全体をフィールドにした

連携を展開することにより、地域の持続的発展を支え、地域の一体感や日々の安心感を醸成していく。

【既存の会議体との連動】

・要保護児童対策協議会

・自立支援協議会（障がい）

・自立支援会議（困窮）

・臼杵市Ｚ会議（医療介護）

・地域ケア会議  、支援会議  …等 

【多様な主体による参画と協働】

・民間企業（銀行、郵便、通信…）
・教育分野 ・防災分野
・IT分野    ・若者世代   …等

臼杵ブロック連絡会

地域振興懇談会

地域住民（303行政区の自治会）

18旧小学校区ごとの地域振興協議会（ＲＭＯ）

野津ブロック連絡会

うすきプラットフォーム
～ 分野を問わず、課題や方向性を全体共有 ～

クロスファンクショナルチーム（ＣＦＴ）

課題ごとにチームを随時編成し、機動性を高める
（例：地域交通、孤独・孤立対策、にも包括、居住支援等）
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心豊かで、笑顔のゆきかうまちを

守り・支える仕組みづくり

相談支援
生活支援
就労支援

地域づくり

連携基盤

生活基盤

…
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求められる連携 取組の方向性

地域課題の共有

各分野が抱えている課題や活用できる資源等につ
いて、分野横断的に把握する。また、把握した情
報を地域や団体等にフィードバックしていく。
（人材の育成と確保、地域への働きかけ）

事例検討の実施
複合化・複雑化した課題についての事例を検討し、
個人や世帯を支えていくためのスキルアップに取
り組む。

支援機関のネットワーク化
（関係性の構築）

どこに相談があっても必要な支援につながる体制
を目指すとともに、支援者支援を重視し、分野横
断的な支援の展開を目指す。（支援者の負担軽減、
災害等への備え）

支援関係者の拡張
（情報共有・発信の効率化）

地域住民や民間企業など支援関係者を増やしてい
けるようアプローチの方策検討や情報のフィード
バック等を展開していく。（チームビルディング、
政策形成の効率化）

○  人口減少、少子高齢化に伴う生産年齢人口の急減は避けられず、社会や価値観等の変化に伴って個人や世帯が抱えやすくなってい

る複合化・複雑化した課題への支援ニーズに対応し続けるための体制整備が急務

○  世代や属性ごとに整えられてきた制度を延伸していくことには限界があり、これまで以上に多機関・多職種の協働体制を強化する

ことで、どこに相談しても適切な支援につながる持続可能な支援体制の構築をめざす

○  専門分野や職種等の立場を超え、臼杵市の現状を捉えて将来を見据えながら、一緒に考えていくプロセスを共有（参画と協働）で

きるプラットフォームを形成する

地域を支えるための「参画と協働」のさらなる強化について

子ども
子育て

高齢者

障がい

世代ごとの制度・施策

生活
困窮

分野を超えた連携のイメージ

困りにフォーカスし

個人や世帯を取り巻く

環境に働きかけるための

「包括的な支援体制」

属性ごとの制度・施策
連動 連動

4



これまでの「うすきプラットフォーム」について

〇 このプラットフォームは、分野を超えた多機関・多職種の支援関係者が集い、臼杵市の課題を全体で共有しなが
ら、方向性をともにし、さらなる円滑な関係づくりをめざし、令和4年度から開催しています。令和7年度からは、
地域コミュニティ関係者も参画しています。

〇 制度の枠組み等を超え、「どこに相談しても、適切な支援につながる体制づくり」をめざし、課題の共有、ネッ
トワーク強化、対応力の強化、支援関係者の拡張等を推進しています。

令和4年度 令和5年度 令和６年度 令和7年度

4月 趣旨説明 4月 趣旨説明 4月 趣旨説明 4月 うすきプラットフォームについて

5月 ヤングケアラー 5月 人口動態と暮らしの変化 5月 事例検討（子ども子育て） 5月 地域の課題「子ども子育て」

6月 地域コミュニティ 6月 人材不足へのアプローチ 6月 南海トラフ地震への備え 6月 地域の課題「孤独・孤立」

7月 事例検討会 7月 子どもが子どもでいられるまちに 7月 事例検討（障がい） 7月 地域の課題「障がい」

8月 障がい(児)者支援 8月 うすきの強みを考える 8月 居住支援 8月 地域の課題「居住」

９月 高齢者支援 ９月 こどもまんなか社会 ９月 事例検討（医療） ９月 地域の課題「医療」

10月 医療とヘルスアップ 10月 防災重層的な支援体制の整備 10月 移住・定住施策 10月 地域の課題「高齢化」

11月 若者サポートと困窮者施策 11月 免許返納 11月 事例検討（生活困窮） 11月 地域の課題「生活困窮」

12月 消費者被害と成年後見 12月 重層的な支援体制の整備 12月 ー 12月 地域の課題「移動」

1月 子ども・子育て支援 1月 地域コミュニティとの協働 1月 地域住民による移動支援 1月 地域の課題「健康（ヘルスアップ）」

2月 孤独・孤立対策 2月 民間企業との協働 2月 事例検討（高齢者） 2月 地域の課題「包括的な支援体制整備」

3月 次年度について 3月 次年度について 3月 こころと身体 3月 一年間の振り返りと「臼杵市の未来」



日時 内容

令和８年 4月27日（月）15時～ 令和８年度うすきプラットフォームについて（趣旨説明）

令和８年 5月18日（月）15時～ 「これからの住まい方を考える」

令和８年 6月17日（水）15時～ 「地域の“団体・組織”の持続的な発展に向けて」

令和８年 7月23日（木）15時～ 「生活全般のリスクを軽減するために」

令和８年 8月17日（月）15時～ 「ちょっとした気付きを“相談”につなぐ」

令和８年 9月16日（水）15時～ 「地区単位で考える“人生会議”と“働く”」

令和８年10月19日（月）15時～ 「地域コミュニティと“関係人口”（うすきファン）」 

令和８年11月18日（水）15時～ 「つながる”地域交通”と公共交通」

令和８年12月22日（火）15時～ 「地域コミュニティの魅力向上」について

令和９年 1月18日（月）15時～ 「地域参加による健康づくり」について

令和９年 2月17日（水）15時～ 「地域とともに複合的な課題の解決を図る」 

令和９年 3月17日（水）15時～ 「うすきプラットフォームの在り方を考える」

〇 本プラットフォームは、令和4年4月よりスタートしました。多機関・多職種の支援関係者、地域コミュニ

ティの関係者等が分野を超えて集い、臼杵市の課題を共有しながら方向性をともにすることにより、どこに

相談があっても必要な支援につながっていく支援体制の整備をめざして開催しています。

〇 また、このプラットフォームで共有した情報については、臼杵市社会福祉協議会のホームページにおいて概

要や資料等を共有し、参加者が所属する機関等で内部共有することによって、市域全体への周知を図ります。 【臼杵市社協ホームページ】

令和8年度 うすきプラットフォームの年間スケジュールについて
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キーワード：独居、孤独・孤立、シェルター
居住支援協議会、居住支援法人等

キーワード：地域振興協議会、老人会
子ども・若者、関係人口等

キーワード：地域の絆、連携体制、消費生活
防災、住まい等

キーワード：相談体制、ヤングケアラー、地域自治
民生児童委員、福祉委員等

キーワード：医療、防災、地域コミュニティ
生活支援等

キーワード：ふるさと住民登録制度
地域の持続等

キーワード： 地域内交通、生活支援（移動支援）
 コミュニティセンター等

キーワード：地域振興協議会、関係人口等 

キーワード：ヘルスアップ、介護予防
地域ぐるみの取組等

キーワード：包括的な支援、メンタルヘルス
地域コミュニティ等

キーワード：振り返り、次年度の方向性等
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